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昭和54年度第2次観測ロケット実験計画概要

　昭和54年度第2次観測ロケソト実験においては、S－310－8号機、

K－9M－69号機による観測実験診よびS－520－1号機、　M－3S－1

号機の飛しょう実験の合計4機の打上げを行う計画で、それぞれの実験目的

は次のとおりである。

ロケット
到達高度

i㎞）
水平距離

ik孤）

　一イρ　∫ご当．A土．盤黒

iton）

搭載計劉重量（k9）

測　　穏　　的

K二9M：一6gi　　　　｝ 301 327 董．5 64．6
制御電子ビーム放出実験、電子密度
ｻの他の観測

　　　ゴ師20一∵00

600 2．1

　　國一一酬……一

P13．7

一㎝闇…一

�ｵょう試験

S－310－8 180 290 O．73 53．8
吸光法によるオゾン・エアロゾル正
Cオン組成その他の観測

M－3S－1
近地点490
湯n点690

2526
i第2段） 49．5

衛星重量

@185
飛しょう試験

1。　実験実施責任者

　東京大学宇宙航空研究所長　　　　野　村　民　也

　　　（東京都目黒区駒場4－6－1、TE：LO3－467－1111）

2。実　験　場　所

　　東京大学宇宙航空研究所鹿児島宇宙空間観測所

　　　東経13100414511　北緯310　1510011

　　　（鹿児島県肝付郡内之浦町長坪、TELO9946－7－2211）
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ろ．実　験　期　間

　昭和55年1月16日置水）～1月26日（土）

　　　　　　　1月31日（木）～2月　4日（月）

　および　　2月16日（土）～2月29日（金）

　各ロケットの実験予定日は次のとおりである。

ロケット 実験予定日時 海面落下時刻 延期する場合の期間

K－9M十69
1月16日（水）

@　12　：00
12：00～12：30　　1月17日～i月26日

S－520－1
1月18日（金）
@　15　二〇〇　　一㎝脚｛一

15：00～15：30　　1月　19　日～1月26日　　　　　　【

S－310－8
1月31日（木）

@　17　：45

二「
2月　　1日～2月　　4日

M－3S－1

……一……“……雨陶ド，一帰而一一幣一

Q月16日（土）

@　　9　：30

17：45～18．15

鼈黶p　｝→而…㎜一一……鞘
謔P段9：30～10：20

謔Q段9：40～10二30
2月　左　7日～2月2　9日

4。審戒の範囲

　陸上における警戒の範囲

　　　別紙（1）K－9M型、　S－310型、　S－520型ロケットに適用

　　　　（2）M－3S型ロケットに適用

　海上におけるロケットの落下予想区域

　　　別紙（31K－9M－69号機に適用

　　　　（4）S－520－1号機に適用

　　　　（5）S－310－8号機に適用

　　　　（6）M－3S－1号機に適用
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5．実験の要領

（1）実験は天候および研究上の都合によって延期することがある。延期の

　理由が天候によるときは、当日できるだげ早く報知する手段（ラジオ等）

　を講ずる。また、研究上の理由によるときは、不測の障害にもとずく場

　合以外は出来るだげ前日中に報知する手段（ラジオ等）を講ずる。

　　漁業関係者に対する報知は漁業無線局を通じても行う。

（2）実験当日は観測所内に黄旗を掲げる。発射30分前に赤旗を掲げサイ

　レソを鳴らす。実験が日没後に行われる時は赤旗の代わりに3個の点滅

　式赤色ランプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。

　　実験終了後は花火2発をあげ赤旗をおろし、または赤色ランプを消す。

（3）　実験当日の警戒は陸上については、鹿児島県警察、海上については第

　10管区海上保安本部および鹿児島県に依頼する。その細目は打合せの

　上定める。また航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う。

　　観測所付近の陸上および海⊥については東京大学においても監視員を

　観測所内に配置し、また観測所内に設置された海上監視レーダにより警

　戒にあたる。

（4）実験に際しては鹿児島海上保安部および鹿児島空港事務所との間に連

　絡用通信回線を東京大学が開設し、連絡員を派遣して緊密な連絡にあた

　る。

（5）実験中は警戒区域内に一般の入が立ち入らないように立札または縄張

　りをする。

（6｝　M－3S－1号機の実験に際しては、衛星の軌道追跡について、宇宙

　開発事業団、郵政省電波研究所および米国航空宇宙局の協力が得られる

　予定である。

一3一

6．報　道　関　係

（D　報道関係者には次の日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

　　　　K－9M－69　　1月15日（火）　　12：00～13：00

　　　　S－520－1　　1月17日（木）　　　　　　〃

　　　　S－310－8　　1月30日（水）　　　　　〃

　　　　M－3S－1　　2月13日目木）　　　　　　〃

〈2）実験の結果については、実験終了後実験主任が概略の発表を行う。
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教　授　　平　尾　邦　雄

助教授　　松　尾　弘　毅：

教　授　　伊　藤　富　造

教授　秋葉錬二郎

8。実　験　内　容

　・K－9M－69号機（1月16日（水）12100打上げ予定）

　　　K－9M－69号機ではプラズマ中における長い金属の紐でむすばれ

　　た二つの物体の電気的なふるまいを調べる実験が行われる。すなわちロ

　　ケット開頭後切離された子ロケソトは約200辮程度の絶縁された金属

　線でつながれたまま飛しょうする。この間地球磁場による誘導電圧や入

　工的に印加された高電圧さらに親ロケットより放射される電子ビーム等

　がどのように親子ロケット間を流れる電流に影響するかを調べる。

　　なおこの実験には米国のユタ大学の研究者も参加する。
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・S－520－1号機（1月18日（金）15二〇〇打」＝：げ予定）

　　S－520型ロケットは高度200～350㎞領域での科学観測のた

め新規に開発された単三式ロケソトで本機の目的はその飛しょう性能と

飛しょう特性を確認することにある。加速度、内圧、姿勢、下等の基本

的なデータのほか、特に尾翼部、ノズル部の温度をも計測して飛しょう

環：境の解明に役立てる。

　なお併せて、マイクロ波強電界と電離層プラズマの相互作用に関する

実験とヒートパイプに関する工学的実験とが行われる。

MS－T4の予定軌道

　　　　　近地点高度

　　　　遠地点高度

　　　　　軌道傾斜角

　　　　周　　　期

490㎞

690㎞

　39度

　96分

・S－310－8号機（1月31日（木）17：45打⊥げ予定）

　中層大気および下部電離層の組成観測を主目的とするロケットである。

　ロケソトの先端部には質量分析器が搭載され、正イオン組成を観測する。

　また水素のライマソアルファ線の吸収を利用して酸素分子密度の高度

分布を観測し、近赤外線の吸収スペクトルの測定からオゾン、水蒸気、

酸素分子密度の分布を求める。この他電離層の基本的パラメータである

電子密度、電子温度の観測も行われる・

・M－3S－1号機（2月16日（土）9；30打しげ予定）

　M－3S型は第1露ならびに第2段に推力方向制御（TVC）装置を

　そなえた全段固体の3段式ロケットで第7号以降の科学衛星打上げのた

めに計画されたもので、今回の1号機はM型として、はじめて実用され

る第1段TVC装置ならびにこれを用いた飛行制御機能の確認および搭

載した試験衛星（M8－T・1）を下記の二二に投入し第7号以降の科学

衛屋に必要な衛星諸技術についての⊥学的試験を行うことを主目的とし

ている。

　　　　　　　　　　　　　　一5一 一6一
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別紙（1）陸上における警戒区域（S－310型・ケットに適用）
　　　　　　　　　　　　　　　　S－520
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一7一

別紙（2）陸上における警戒区域（M－3S型ロケットに適用）
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別紙（3） 海上における落下予想区域
（：K－9M－69号機に適用）

別紙（4） 海上における落下予想区域
（S－520－1号機に適用）
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別紙（5） 海上における落下予想区域
（S－3ユ0－8号機に適用）

別紙（6）　海上における落下予想区域（M－3S－1号機に適用）
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